
別 紙 様 式 １（中小事業者 BIM 試行型） 

※本様式に沿って作成してください（文字サイズは 9pt 以上）。提案の際に「設定した検討課題」の項目数に応じて、欄の増減を行ってください。（複数ページにまたがること可）。また適宜、参考資料を添付してください。 
※概要版として内容の一覧性を重視し、簡潔な記載としてください。（詳細な内容は本様式でなく、報告書本体に記載） 
※複数年度事業であって、検討に着手していない部分等については「今後実施予定」等と適宜記載してください。 
※検証結果報告書の「（５）結果から導き出される、より発展的に活用するための今後の課題」を見据えて具体的に記載してください。             1 

■事業者、プロジェクトの情報 
採択事業者名 建築物の用途・規模・構造種別 新築／増改築／維持管理等の区分 本事業で検証したプロセス 

千葉県 BIM 推進会議 事務所・地上 9 階（約 2300 ㎡）・鉄骨造 新築 ①設計・施工段階で連携しＢＩＭを活用す

る  
（１）建築プロジェクトへの BIM の導入や試行的な取り組みを通じて生じる「課題の分析」と、その「課題解決のために実施する対応策」の検討について（概要） 

番号 ①設定した「分析する課題」 ②検討の方向性（前提条件を含む）、実施手順・体制 ③課題分析の結果と、課題解決のために実施する対応策 
  ●検討の方向性 

※検討の前提条件となるグループの特性やプロ

ジェクトの実情（用途・規模・構造種別など

の特性や使用実態、該当するワークフロー

等）にできるだけ沿って記載してください。 

●実施手順・体制 
※検討に当たり留意した点や想定していた課題

を含むものとして作成してください。 

※今後、公表した際に、モデル事業として他の

中小事業者を先導し、成果を横展開できるよ

う意識して記載してください。その趣旨か

ら、グループの特性やプロジェクトの実情

（用途・規模・構造種別などの特性や使用実

態、該当するワークフロー等）にできるだけ

沿った課題分析等について簡潔に記載してく

ださい。 

●試行錯誤した点や当初の目論見から外れ

た点（課題分析等に当たり直面した、想

定していなかった課題・事象等を含

む。）や、そこから解決に至った過程 

1 デザイン部会（意匠設計） 

BIM モデル作成時の作業量軽減方法の模索 

仕上げ表等の一覧表をモデルと連携した設定で

整備しておくことで、参考のテンプレートとし

て活用することができ作成の負担の軽減を図

る。 

また、同時にマニュアルも整備し作成方法の模

索や手順の検索時間などの負担を減らす。 

一通りの BIM モデルを作成し、そのモデルと連

携するような一覧表を整備する。 

その一覧表を整備するにあたり参照した情報の

位置や手順、関数などをマニュアルにまとめ

る。 

モデルと連携する一覧表の整備のために拾い出

したい情報がどこにあるかの確認と実際に機能

させることが可能かどうかを検証する。 

拾い出す情報がどこにあるかについてはメーカ

ーにて公開されている情報を頼りに確認し、一

覧表に組み込んだ際に機能しない場合等、不具

合が見受けられたときはメーカーに協力を仰ぎ

解決する。 

拾い出すための情報の位置についてはある程度

把握することができたがプロパティを整備する

際に利用する関数について特性の理解が進まず

当初予定していたより作業時間がかかってしま

った。 

2 デザイン部会（意匠設計） 

BIM モデルへの情報書き込み方法の模索 

プロパティなどの情報をどのようにモデルへ共

有させるかを模索し、データの不整合性の低減

などに貢献できるようにする。 

モデルを作成したうえで仕上げ表を整備し、そ

こに記載した仕上げ情報を壁や床などに組み込

む。 

組み込む方法についてはメーカーのマニュアル

を読み確認する。 

プロパティに仕上げや法令基準など表示させた

い項目を作成し、それぞれ必要な仕上げ情報を

記載する。そののち、分類マネージャーにて各

種壁や床などのモデルデータにプロパティを割

り振り、項目追加する。 

 

情報の追加自体は問題なく行うことができた。 

3 デザイン部会・システム部会 

他部会とのデータ統合、調整 

Archicad に他部会のデータをインポートするこ

とを基本とし、Archicad のホットリンク機能の

活用も含め、直接取り込んだ際の不具合も調査

する。 

構造設計で作成した ST-Bridge データ、 

設備設計で作成した IFC データを Archicad でイ

ンポートし確認する。 

ST-Bridge データについては下記 4を参照。 

変更した ST-Bridge データを再度読み込んだ際

は、部材が置換されるが、梁配置を修正してい

た場合、通り芯を基準とした配置に戻る。 

Rebro（設備BIM）とArchicadとはメーカー同士

で IFC データの調整を行っており今回は両メー

カーにて無料公開されている『ARCHICAD21-

Rebro2017 IFC 連携ガイド』を基に統合を行い 

統合は良好であった。 

 

ST-Bridge を取り込んだ際に出てくるプログラ

ム上の不具合があるため対処法としては手動で

修正する必要があり現状では作業の負担量に合

わせて解決法を選択する必要がある。 

4 構造部会（構造設計） 

1.Archicad による構造 BIM モデル作成マニュア

ルの整備 

デザイン部会にて作成された BIM モデル

（Archicad）をもとに一貫構造計算ソフト SS7

（ユニオンシステム株式会社）にて構造断面の

算定を行い、SS7 よりエクスポートさた ST-

Bridge データを利用し、Archicad にて構造 BIM

モデルの作成を行う。 

一貫構造計算ソフト SS7 からエクスポートされ

る ST-Bridge データを分析し Archicad でインポ

ートした際の違い等を検証する。 

ST-Bridge データで読み込まれない部分に関し

てはモデル化の手順を整備する。 

 

① 梁配置について：通り芯を基準としたデー

タ配置になるため、鉄骨造のような壁芯が

通り芯となる形状のモデルでは、柱を超え

て（貫通）配置される。 

② 大梁継手について：ST-Bridge データの記

述はあるが、Archicad側との連携がされな

い。 

③ 柱脚情報について：ST-Bridge データには

情報の記載があるが、Archicad側にメーカ

ー柱脚の情報がない。 

④ 小梁接合部について：SS7 データにないた

め、ST-Bridge データにもない。Archicad

側での作成が必要となる。 

⑤ データの一方通行について：連携はしてい

ないため、変更等が生じた場合はそれぞれ

で修正が必要。 

① 各メーカーと協議を行い、問題点について

認識はしている。今後協議を重ね対応策を

考える。 

② Archicad側で適宜作成が必要であり、容易

に作成が行えるようオブジェクトの整備を

行った。継手位置等に関しては Archicad

側に情報が読み込まれない。 

③ メーカーによっては 3D データを公開して

いるが、Archicad 側で適宜作成する。 

④ 各小梁に情報が書き込めるよう設定を行っ

た。また、各小梁と連携はしないが、オブ

ジェクトの整備を行い、モデル化を容易に

した。 

⑤ メーカー同士の協力が必要となる。 

5 構造部会・システム部会 

2.Revit の構造 BIM モデルと Archicad の連携 

Archicadでの構造BIMモデル（Revit）の使用方

法次第で、課題が変わってくるため、Revit 側

でのエクスポート設定、Archicad 側でのインポ

ート設定ごとに検証する。 

設定ごとの問題点、モデル状況等を整理する。 

 

視覚的なモデルは問題なく表示されることがほ

とんどであり、干渉チェック等での使用では問

題ないと考えられるが、内部情報としては欠落

IFC のエクスポート設定、インポート設定とな

るため、課題解決には各ソフト開発メーカーと

の協力が不可欠であるが、どこまでの連携を求

めるかによって協議内容が変わってしまうた



別 紙 様 式 １（中小事業者 BIM 試行型） 

※本様式に沿って作成してください（文字サイズは 9pt 以上）。提案の際に「設定した検討課題」の項目数に応じて、欄の増減を行ってください。（複数ページにまたがること可）。また適宜、参考資料を添付してください。 
※概要版として内容の一覧性を重視し、簡潔な記載としてください。（詳細な内容は本様式でなく、報告書本体に記載） 
※複数年度事業であって、検討に着手していない部分等については「今後実施予定」等と適宜記載してください。 
※検証結果報告書の「（５）結果から導き出される、より発展的に活用するための今後の課題」を見据えて具体的に記載してください。             2 

番号 ①設定した「分析する課題」 ②検討の方向性（前提条件を含む）、実施手順・体制 ③課題分析の結果と、課題解決のために実施する対応策 
  ●検討の方向性 

※検討の前提条件となるグループの特性やプロ

ジェクトの実情（用途・規模・構造種別など

の特性や使用実態、該当するワークフロー

等）にできるだけ沿って記載してください。 

●実施手順・体制 
※検討に当たり留意した点や想定していた課題

を含むものとして作成してください。 

※今後、公表した際に、モデル事業として他の

中小事業者を先導し、成果を横展開できるよ

う意識して記載してください。その趣旨か

ら、グループの特性やプロジェクトの実情

（用途・規模・構造種別などの特性や使用実

態、該当するワークフロー等）にできるだけ

沿った課題分析等について簡潔に記載してく

ださい。 

●試行錯誤した点や当初の目論見から外れ

た点（課題分析等に当たり直面した、想

定していなかった課題・事象等を含

む。）や、そこから解決に至った過程 

することが多いため、積算、施工、維持管理の

際は問題となる。 

 

め、課題解決方法については、今後協議が必要

である 

6 設備部会（設備設計） 

3) 設備設計の BIM 適用における解決策 

  （2）BIM ソフト導入と学習方法 

以下の項目を軸にソフト選定 

・他社の導入実績 

・BIM 機能の将来性 

・学習環境 

大手ゼネコンでの採用事例および現時点での

BIMソフトとしてのシェア率が高く、他BIMソフ

トとの互換性もあることを踏まえ、NYK システ

ムズ社の「Rebro」を選定。 

学習環境については無料 Web ラーニングを利用

し操作方法を習得する。 

身近に先行導入事例がないため、NYK システム

ズ社による無料 Web セミナー、公開セミナー動

画等を利用。 

セミナー用のデータ・テキストを利用しながら

Rebro の操作方法取得。 

研修用データに基づいた基本操作は習得できる

が、実際に建築データを受け取り、1 から設計

を始めると研修通りにいかないことも多々あ

り、応用的な理解には時間が必要。 

サポートデスクなどを利用し、問い合わせなが

らその都度解決へ進んでいく。 

7 設備部会（設備設計） 

3）設備設計の BIM 適用における解決策 

 -機械設備- 

 -電気設備- 

＜機械設備・電気設備共通＞ 

BIM 導入によって設計・積算業務の負担軽減・

チェック作業の時間短縮による生産性向上な

ど、2D 設計から BIM(=3D)での設計へ変更におけ

る効果を検証。 

図面作成時における BIM 活用の検証 

＜機械設備＞ 

施工時に問題となる配管の収まりを設計時に解

決できるか、という視点の元、BIM での作図の

効果を探る。 

①衛生設備 

1.単線から実管での作図 

2.衛生器具への自動接続 

3.3D 化した際の検証 

4.貫通可能領域の確認 

②空調設備 

1.換気設備の作図 

2.熱負荷計算 

 

＜電気設備＞ 

電灯幹線動力設備、電灯幹線動力設備、伝統分

布図、雷保護設備について、BIM 化(=3D 表現)で

の効果を検証。 

①電灯幹線動力設備-1 

②電灯幹線動力設備-2 

③電灯幹線動力設備 R 階 

④電灯分岐設備 2 階 

⑤雷保護設備 R 階 

＜機械設備＞ 

・施工時に問題となる配管の収まりを設計時に

解決できる。 

・Rebro 機能によって作図作業の負担が軽減。 

・公式外部ソフトとの連携による熱負荷計算の

簡略化、資料作成の時間短縮（今後検討） 

 

＜電気設備＞ 

BIM=3D 化により施工前の設計段階で問題が無い

か、判断が可能。 

・地中配線の干渉や露出の際の梁干渉の確認 

・PS 内のケーブルラックの将来のメンテナンス

作業を踏まえた干渉確認 

・キュービクル設置による PS からのルート、屋

上スペース確保の確認 

・照度分布図の自動作成（外部ソフトとの連

携） 

・3D での避雷針保護範囲の確認 

＜機械設備・電気設備共通＞ 

BIM ソフトの練度の問題もあるが、施工を見据

えた高い設計精度を求められるため、細部まで

モデルを作成する必要があり、作業時間の短縮

が難しい。 

作図以外の項目での時短を実現させ、設計の工

程全体での生産性向上につながるか今後検証。 

 



別 紙 様 式 ２（中小事業者 BIM 試行型） 
 

※本様式に沿って作成してください（文字サイズは 9pt 以上）。提案の際に設定した「検証する効果と目標」の項目数に応じて、欄の増減を行ってください。（複数ページにまたがること可）。また適宜、参考資料を添付してください。 
※概要版として内容の一覧性を重視し、簡潔な記載としてください。（詳細な内容は本様式でなく、報告書本体に記載） 
※複数年度事業であって、検討に着手していない部分等については「今後実施予定」等と適宜記載してください。 
※検証結果報告書の「（５）結果から導き出される、より発展的に活用するための今後の課題」を見据えて具体的に記載してください。             1 

■事業者、プロジェクトの情報 
採択事業者名採択事業者名 建築物の用途・規模・構造種別 新築／増改築／維持管理等の区分 本事業で検証したプロセス 

千葉県 BIM 推進会議 事務所・地上 9 階（約 2300 ㎡）・鉄骨造 新築 ①設計・施工段階で連携しＢＩＭを活用す

る  
（２）（１）の検討を通じた「BIM の活用効果」の検証と、その効果を増大させる「今後の改善方策」の検討について（概要） 
番号 ①設定した「検証する効果と目標」 ②検証の方向性（検討の前提条件を含む）、実施方

法・体制 
③検証の結果と、今後の改善方策 

  ●目標 
※効果を測定するための比

較基準や、期待される効

果の目標数値がある場合

には、それについても記

載してください。 
※期待される効果の目標を

記載する場合には、アラ

ビア数字・％表示に統一

し、定量的に記載してく

ださい。 

●検証の方向性 

※検証の前提条件となるグ

ループの特性やプロジェ

クトの実情（用途・規

模・構造種別などの特性

や使用実態、該当するワ

ークフロー等）にできる

だけ沿って記載してくだ

さい。 

●実施方法・体制 
※検証に当たり、留意した

点や想定していた課題を

含むものとして作成して

ください。 

※今後、公表した際に、モデル事業とし

て他の中小事業者に横展開できるよう意

識して記載してください。その趣旨か

ら、グループの特性やプロジェクトの実

情（用途・規模・構造種別などの特性や

使用実態、該当するワークフロー等）に

できるだけ沿った検証等の結果について

簡潔に記載してください。 
※効果の実績数値がある場合には、それ

についても記載してください。 
※効果の実績数値を記載する場合には、

アラビア数字・％表示に統一し、定量的

に記載してください。 

●試行錯誤した点や当初の目論見から

外れた点（検証等に当たり直面し

た、想定していなかった課題・事

象等を含む。）や、そこから解決

に至った過程 

●当初期待した効果の目標と結果が異

なった場合や検証過程で支障が生

じた場合、その要因の分析結果と

解決策 

1 デザイン部会（意匠設計） 

BIM モデル作成時の作業量

軽減方法の模索 

テンプレートとマニュアル

を整備することでそれぞれ

の一覧表の作成にかかる負

担を減らす。 

テンプレートを整備してい

く中で生じる問題点や解決

策をマニュアルにまとめ

る。 

テンプレートを利用しどの

程度の利便性が確保でるか

確認する。 

テンプレートをそのまま利用する場合

は、問題なく利用できるが、会社ごとの

図面表現に合わせる方法は整備していな

い。 

会社ごとの図面表現に合わせる方法は整

備していないため、テンプレートから変

更する場合は、使用者の技量に左右され

てしまう。 

技量の問題についてはメーカーにて行わ

れている講習会などの紹介を行い技術の

向上に努めるほか、メーカーサポート等

を利用し対応する。 

2 デザイン部会（意匠設計） 

BIM モデルへの情報書き込

み方法の模索 

モデルへの情報の書き込み

によって、共有や不整合の

低減につながるようにす

る。 

書き込んだ情報が問題なく

読み取ることができるか、

２Ｄ要素に書き出されてい

るかを確認する。 

書き込みを行うほか、不整

合が起きにくくする方法な

どの紹介を行う。 

検証の結果、特に問題なく表示されてい

ることが確認できた。 

新たに追加した情報に対しては、どのよ

うに拾い出すかをメーカーに確認をしな

がら行った。 

大きく目標からそれることがなく検証を

行うことができた。 

3 デザイン部会・システム部

会 

他部会とのデータ統合、調

整 

各部会のデータを取り込む

にあたって、それぞれのデ

ータ特製の把握と最適な取

り込み方法の模索。 

メーカーにて推奨されてい

る統合方法などを調査した

うえでその方法に沿って統

合するほか、特に方法が示

されていない場合について

は検証を行いながら進め

る。 

検証に当たり次の手順に沿

って行う。 

1. メーカー推奨の方法に

て書き出し、取り込み

を行う。推奨されてい

る方法が示されていな

い場合はいくつかの設

定で試し、どの取り込

み方法が最良か探る。 

2. 取り込んだデータがど

こまで活用可能か、検

証し、方法を探る。 

構造部会の ST-Bridge データの取り込み

は、メーカーにてプラグインが用意され

ていたため、問題なく利用することがで

きた。 

ST-Bridge データ以外で、IFC データや同

じ BIM ソフトデータを取り込んだ際の検

証結果を下記に示す。 

1. IFC データの場合 

一部引き継げない情報があることが

確認できた。 

2. 同じ BIM ソフトデータの場合 

基本的には問題なく取り込めるが、

表現の修正が必要になる場合もあ

る。 

設備部会のデータ取り込みについては、

すでにメーカーにて IFC の書き出し設定

が調整されたテンプレートが用意されて

おり、それを利用することで問題なくデ

ータの受け渡しができることを確認でき

た。 

活用法については直接データを読み込む

ほか、Archicad のライセンス形態にもよ

るが、ホットリンク機能を利用した連携

も可能であることが確認できた。 

 

 

構造部会からの ST-Bridge データをメー

カーが公開しているコンバーターを使用

して取り込んだが、ST-Bridge データの

特性により一定の修正手間が発生してし

まうことがあった。 

それについては、程度によりどの修正方

法が良いかや、調節方法を模索し検証を

重ねた。 

検証を重ねた結果、データの受け渡しに

おいては、情報の欠損やデータの特性上

の問題点を整理し、修正・調整量に合わ

せて連携方法やデータ取り込みのタイミ

ングを選択する必要がある。 



別 紙 様 式 ２（中小事業者 BIM 試行型） 
 

※本様式に沿って作成してください（文字サイズは 9pt 以上）。提案の際に設定した「検証する効果と目標」の項目数に応じて、欄の増減を行ってください。（複数ページにまたがること可）。また適宜、参考資料を添付してください。 
※概要版として内容の一覧性を重視し、簡潔な記載としてください。（詳細な内容は本様式でなく、報告書本体に記載） 
※複数年度事業であって、検討に着手していない部分等については「今後実施予定」等と適宜記載してください。 
※検証結果報告書の「（５）結果から導き出される、より発展的に活用するための今後の課題」を見据えて具体的に記載してください。             2 

番号 ①設定した「検証する効果と目標」 ②検証の方向性（検討の前提条件を含む）、実施方

法・体制 
③検証の結果と、今後の改善方策 

  ●目標 
※効果を測定するための比

較基準や、期待される効

果の目標数値がある場合

には、それについても記

載してください。 
※期待される効果の目標を

記載する場合には、アラ

ビア数字・％表示に統一

し、定量的に記載してく

ださい。 

●検証の方向性 

※検証の前提条件となるグ

ループの特性やプロジェ

クトの実情（用途・規

模・構造種別などの特性

や使用実態、該当するワ

ークフロー等）にできる

だけ沿って記載してくだ

さい。 

●実施方法・体制 
※検証に当たり、留意した

点や想定していた課題を

含むものとして作成して

ください。 

※今後、公表した際に、モデル事業とし

て他の中小事業者に横展開できるよう意

識して記載してください。その趣旨か

ら、グループの特性やプロジェクトの実

情（用途・規模・構造種別などの特性や

使用実態、該当するワークフロー等）に

できるだけ沿った検証等の結果について

簡潔に記載してください。 
※効果の実績数値がある場合には、それ

についても記載してください。 
※効果の実績数値を記載する場合には、

アラビア数字・％表示に統一し、定量的

に記載してください。 

●試行錯誤した点や当初の目論見から

外れた点（検証等に当たり直面し

た、想定していなかった課題・事

象等を含む。）や、そこから解決

に至った過程 

●当初期待した効果の目標と結果が異

なった場合や検証過程で支障が生

じた場合、その要因の分析結果と

解決策 

4 構造部会（構造設計） 

1.Archicad による構造 BIM

モデル作成マニュアルの整

備 

BIM による構造図作成マニ

ュアルを整備することで、

BIM 導入時の問題点を解決

する。 

実際にモデルを作成しなが

ら、生じた問題点、解決策

をマニュアル化していく。 

検証に当たり、設計時の鉄

骨構造 BIM モデルは施工時

に鉄骨製作工場の作成した

データに置き換えられる

為、すべてを詳細レベルま

でモデル化しないが、モデ

ル化できる環境を整備す

る。 

ST-Bridge データには含まれているが、

Archicad ではモデル化されない部分があ

ることが分かった。 

モデル化されない部分は、Archicad にて

作成しなければならないが、作成マニュ

アルはない状態であった。 

作成マニュアル等を整備することで、効

率的に BIM モデルを作成可能であり、生

産性が向上、また整合性のとれたモデル

が作成可能となった。 

当初は、各部材サイズに合わせた継手オ

ブジェクトの作成を想定していたが、数

が膨大であり、汎用性が低いことからユ

ーザーが任意の形状、ボルト本数で作成

できる継手オブジェクトの整備を行っ

た。 

今後の改善方策としては、ST-Bridge デ

ータのインポートと同時に継手オブジェ

クトを自動で作成できるようメーカーと

協議していく。 

また、継手以外のモデル化されない部分

についてのマニュアルを整備していく。 

ST-Bridge データから自動的にモデル化

されない部分について、Archicad にて容

易に製作が行えるよう継手オブジェクト

の作成に着手したが、継手オブジェクト

制作に多大な時間を要した。 

5 構造部会・システム部会 

2.Revit の構造 BIM モデル

と Archicad の連携 

検証結果を整理し、今後の

モデル利用時の注意点とす

る。 

Archicad にて構造 BIM モデ

ル（Revit）をどのように使

用するか次第で、課題が変

わってくる。 

Revit 側でのエクスポート

設定、Archicad 側でのイン

ポート設定ごとに検証す

る。 

設定ごとの問題点、モデル

状況等を整理する。 

 

Revit による構造モデル作成方法は整備

が進んでいることから、意匠モデルは

Archicad、構造モデルは Revit となる事

例が発生すると考えられる。その際、イ

ンポート、エクスポート設定ごとの問題

点やモデル状況を整理することで今後の

意匠・構造モデルを統合する際の注意点

を把握可能となった。 

今後は設定ごとの問題点をまとめ一覧表

とする。 

IFC での連携時に視覚的な情報以外は、

伝達されていないことが多くあった。 

メーカーと協議し改善を図っていく。 

IFC データのインポート・エクスポート

設定は多義にわたり、設定内容が把握し

きれない状況であった。 

今後は、各ソフトメーカーにそれぞれの

設定内容をヒアリングし整理する。 

 設備部会（設備設計） 

3) 設備設計の BIM適用にお

ける解決策 

（2）BIM ソフト導入と学習

方法 

  

先行導入事例のある協力事

務所がないため、BIM ソフ

トメーカーによる無料 Web

セミナー、公開セミナー動

画等を利用し操作方法を習

得する。 

 

事務所・地上 9 階・鉄骨造

の建築物における、 

・衛生設備 

・空調換気設備 

・電気設備 

の設計ができるよう学習す

る。 

BIM ソフトメーカーによる

無料 Web セミナー、公開セ

ミナー動画等を利用し操作

方法を習得。 

 

研修用のデータを用いて、動画を見なが

ら操作手順に沿って学習していく。設計

時に必要なポイントに絞り、１日あれば

一通りセミナー受講し、基本操作は習得

可能。応用的な操作については不十分。 

研修用データに基づいた基本操作は習得

できるが、実際に建築データを受け取

り、1 から設計を始めると研修通りにい

かないことも多々あり、応用的な理解に

は時間が必要。 

サポートデスクなどを利用し、問い合わ

せながらその都度解決へ進んでいく。 

 

 設備部会（設備設計） 

3）設備設計のBIM適用にお

ける解決策 

 -機械設備- 

＜機械・電気設備共通＞ 

設計において、2D 設計から

BIM(=3D)での設計へ変わる

ことで得られる効果の検証 

＜機械・電気設備共通＞ 

・平面図・機器/器具表・系

統図の表現から BIM での

図面表現はどうすべきか 

・単線の配管表現から実管

表現へ 

・設計図と施工図の区別を

どうすべきか 

・整合性確認作業の軽減 

・複数ソフト連携 

 

＜機械設備＞ 

施工時に問題となる配管の

納まりを設計時に解決でき

るか、という視点の元、BIM

での作図を通じ効果の検

証。 

 

 

＜機械設備＞ 

設計後に問題が発生しがちな配管の納ま

りを中心に、BIM の効果を検証。 

・器具-配管の自動接続 

・梁貫通可能領域の確認が可能。 

・ダクト・機器の納まりの確認 

3D ならではの単なる線データから情報を

持ったモデルとして設計図が出来上がる

ことで BIM への可能性を感じる。 

 

＜機械設・電気設備共通＞ 

BIMソフトメーカー主催のWebセミナーで

学習できるのは基本的な操作・作図方法

で、実際に建築図(データ)を受け取り、

作図を開始すると Web で学習した通りに

ならないことに多々直面する。 

学ぶ環境への入り口は広いが、理解を深

めていく際にはサポートデスクへ問い合

わせたり、web 検索をしたり、根気強く

学ぶ姿勢も求められた。 

＜機械・電気設備共通＞ 

・施工前に問題を発見できる機会が格段

に増える一方で、3D の作図は手間が増

える。 

・設計後の恩恵を、設計者にとってもメ

リットのある仕組み(設計費用や設計に

かける時間など)を見直さなければなら

ない。 

・図面以外の計算書や機器表の、図面デ

ータとの連携(手動ではなく自動で)に

ついては今回検証に至らなかった。 

 

作図で手間が増えた分を他の作業が簡略

化されることによってどの程度補えるの



別 紙 様 式 ２（中小事業者 BIM 試行型） 
 

※本様式に沿って作成してください（文字サイズは 9pt 以上）。提案の際に設定した「検証する効果と目標」の項目数に応じて、欄の増減を行ってください。（複数ページにまたがること可）。また適宜、参考資料を添付してください。 
※概要版として内容の一覧性を重視し、簡潔な記載としてください。（詳細な内容は本様式でなく、報告書本体に記載） 
※複数年度事業であって、検討に着手していない部分等については「今後実施予定」等と適宜記載してください。 
※検証結果報告書の「（５）結果から導き出される、より発展的に活用するための今後の課題」を見据えて具体的に記載してください。             3 

番号 ①設定した「検証する効果と目標」 ②検証の方向性（検討の前提条件を含む）、実施方

法・体制 
③検証の結果と、今後の改善方策 

  ●目標 
※効果を測定するための比

較基準や、期待される効

果の目標数値がある場合

には、それについても記

載してください。 
※期待される効果の目標を

記載する場合には、アラ

ビア数字・％表示に統一

し、定量的に記載してく

ださい。 

●検証の方向性 

※検証の前提条件となるグ

ループの特性やプロジェ

クトの実情（用途・規

模・構造種別などの特性

や使用実態、該当するワ

ークフロー等）にできる

だけ沿って記載してくだ

さい。 

●実施方法・体制 
※検証に当たり、留意した

点や想定していた課題を

含むものとして作成して

ください。 

※今後、公表した際に、モデル事業とし

て他の中小事業者に横展開できるよう意

識して記載してください。その趣旨か

ら、グループの特性やプロジェクトの実

情（用途・規模・構造種別などの特性や

使用実態、該当するワークフロー等）に

できるだけ沿った検証等の結果について

簡潔に記載してください。 
※効果の実績数値がある場合には、それ

についても記載してください。 
※効果の実績数値を記載する場合には、

アラビア数字・％表示に統一し、定量的

に記載してください。 

●試行錯誤した点や当初の目論見から

外れた点（検証等に当たり直面し

た、想定していなかった課題・事

象等を含む。）や、そこから解決

に至った過程 

●当初期待した効果の目標と結果が異

なった場合や検証過程で支障が生

じた場合、その要因の分析結果と

解決策 

か、仕事として成り立たせる仕組み・ル

ール作りは次年度の課題とする。 

 設備部会（設備設計） 

3）設備設計のBIM適用にお

ける解決策 

 -電気設備- 

 

＜機械・電気設備共通＞ 

設計計において、2D 設計か

ら BIM(=3D)での設計へ変わ

ることで得られる効果を検

証 

＜機械・電気設備共通＞ 

・平面図・機器/器具表・系

統図の表現から BIM での

図面表現はどうすべきか 

・単線の配管表現から実管

表現へ 

・設計図と施工図の区別を

どうすべきか 

・整合性確認作業の軽減 

・複数ソフト連携 

 

＜電気設備＞ 

電灯幹線動力設備、電灯幹

線動力設備、伝統分布図、

雷保護設備について、BIM

化(=3D 表現)での効果を検

証。 

 

＜電気設備＞ 

電気設備全体を通じ、BIM 利用による効

果は以下の通り。 

・反復作業が効率的に行える。 

・各工種の器具を一認できるため、取合

い調整などが容易に可能。 

・一部シンボルが平面表示のみのため、

3D における効果を得られず。 

・メーカー部材(照明器具)を選択する

際、カタログ表示だと選択がより容易

に。 

・全てのシンボルにモデルが存在するわ

けではないため、今後ソフト会社の開

発に期待。 

 

＜機械設・電気設備共通＞ 

BIMソフトメーカー主催のWebセミナーで

学習できるのは基本的な操作・作図方法

で、実際に建築図(データ)を受け取り、

作図を開始すると Web で学習した通りに

ならないことに多々直面する。 

学ぶ環境への入り口は広いが、理解を深

めていく際にはサポートデスクへ問い合

わせたり、web 検索をしたり、根気強く

学ぶ姿勢も求められた。 

＜機械・電気設備共通＞ 

・施工前に問題を発見できる機会が格段

に増える一方で、3D の作図は手間が増

える。 

・設計後の恩恵を、設計者にとってもメ

リットのある仕組み(設計費用や設計に

かける時間など)を見直さなければなら

ない。 

・図面以外の計算書や機器表の、図面デ

ータとの連携(手動ではなく自動で)に

ついては今回検証に至らなかった。 

 

作図で手間が増えた分を他の作業が簡略

化されることによってどの程度補えるの

か、仕事として成り立たせる仕組み・ル

ール作りは次年度の課題とする。 

 


